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「労働者とは」「資本主義とは」「賃金の本質」など、１年を通して様々な
事を学び深めてきた上野支部ゼミとして、１９８５年８月１２日に起きた
日本航空１２３便墜落事故の現場である御巣鷹山へ行ってきました。
事前学習として各自『映画 沈まぬ太陽』を見て、

-今の自分たちの置かれている立場、状況とは何なのか-

を考えた上で研修に臨みました。当日は猛暑の中、整備されている箇所は
多かったものの険しい登山道を参加者全員で無事に登りきることが出来ました。
参加した組合員からは、

「このような事故を二度と起こしたくない」
「悲惨な現実に直視し、悲しさと尊い命の重さを感じた」
「今のJR東日本もこの時のJALと同じ状況になりつつある。
このようになってはいけない」

などの意見、感想が出されました。
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